
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学校通信

　12月18日（水）第２回学校保健委員会が開催されました。
今回は、保健委員の子どもたちが「メディアコントロールに
ついて考える」をテーマに委員会での活動をまとめた報告と
提案が発表され、その後、参加していただいた学校医の先生
や保護者の方々が意見交換を行いました。意見の中には「子
どもたちばかりではなく、大人も依存してしまっている」「今
の時代、ダメだけでは通用しなくなってきている」「ＳＮＳ
の危険性（匿名性）については大人がしっかり伝えるべき」
「誤った情報も紛れており、真実を見極める目を育てたい」
「家族で話し合いルールを決めたい」など、たくさんの話題
に広がって、あっという間の時間となってしまいました。そ
れだけ参加された皆さん（大人）にとっても、身近なテーマ
だったように思います。

　学校に子どもたちの元気な声が戻ってきました。今年度の締めくくり３学期のスタートです。昨年

に引き続きよろしく願いします。学校にとって３学期は、１年のまとめの時期であると同時に、新し

い年度に向けた準備の時期でもあります。特に６年生の子どもたちにとっては、中学校への進学を迎

える大切な学期となります。「よいスタートを迎えるためには、よいまとめと、よい別れが必要」と

聞いたことがあります。西小でのたくさんの思い出、仲間との友情を次へ進む糧として、３月の卒業、

４月の入学へつなげてほしいと思っています。それ以外の子どもたちは、一つ上の学年へ、それぞれ

進級します。学年が一つ上がると勉強も少し論理的で高度なものとなり、生活面で求められることも

多くなるかもしれません。得意な勉強は、さらに伸ばして、苦手なところ

があればしっかり復習して、４月を迎えられますようにご家庭でもご支援

よろしくお願いします。大切なことは、まずは子どもたちに「がんばろう

とする気持ち」をもってもらうことだと思います。 

　新年を迎え、ご家庭でもみんな揃って目標を書くなどして表明できる機

会があってもよいですね。 

 
□冬休み前の12月19日（木）校長室にうれしい来客者が･･･。ひかり２組で、
作成してくれた門松の贈呈式が校長室で行われました。早速、職員玄関に飾ら
せてもらいました。門松を玄関に置くだけで、お正月を迎える雰囲気が出るも
のですね。 

　※関東は1月7日の「松の内」まで門松を飾りますが、始業式が８日なので、西小で
は、関西の「松の内は15日」を取り入れて、１月15日小正月まで職員玄関に飾ってあ

りますので、ご覧いただき、お正月気分を味わっていただければ幸いです。【立派な門松：ひかり２組作】

【保健委員の発表を聞く参加者の皆さん】

 保健委員会から 

 合い言葉「３０－３０－３０」 

 　メディアから 

 　３０センチ離して 

 　３０分使ったら 

 　３０秒遠くを見よう！

桐生市立西小学校 

令和６年度 

NO.13 
令和７年１月８日



 
 
 
 
 
 

ぐんぎん環境教育賞で 西小が今年の最優秀賞！ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「熱心な授業研究で授業力向上！」先生たちもがんばっています 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　12月11日（水）西小のこれまでの取組をまとめた論文が、今年
度のぐんぎん環境教育賞最優秀賞を受賞しました。 

　この日、校長室で、ぐんぎん財団から賞状の授与が行われまし
た。主な受賞理由として、日頃から用務員さんにお世話になり樹
木や花壇の維持管理がなされた環境で、①花壇を活用した花や野
菜栽培、②地域の方にもご協力いただき実施している水稲栽培や
環境学習、③ＰＴＡの方々にご協力いただいている運動会前の奉
仕活動（親子清掃）、④群大・桐高と連携した環境学習の取組等
が、計画的で意図的に実施されており、子どもたちの情操教育や
環境教育、ＳＤＧＳと関連付けられていることが評価されたもの
と認識しています。子どもたちには、これらの学習や体験を通し
て、自ら課題を見つけ、解決策を考え、よりよく生きるための行
動ができるようになってほしいと願っています。今回の受賞を励
みに、今後も西小の子どもたちのために、よりよい教育を提供で
きるようにしていきたいと思います。

「○○になりたい！」が、自分を高める原動力！ 

 

　先日、小学６年生のなりたい職業ランキング2024トップ
10を見ました。上位に並ぶ職業は、今も昔も大きくは変わ
らず、子どもたちにとって身近な職業が多いように思われ
ます。しかし、それが中高生になると大きく順位が変化す
る職業もあります。理由は分かりませんが、私は、子ども
たちが成長する過程で、徐々にリアル（現実的）に職業を
捉え始めることが要因の一つになっているのではと考えま
す。リアル（現実的）に「労働条件・環境」「賃金・収入」
「能力・適性」などを考え、その職業が自分の生活の糧と
なり得るか？自分自身に問いかけること（いわゆるメタ認
知すること）で生じる変化かもしれません。成長とともに
変化することは、決して悪いことでなく、むしろ評価すべ
きことだと思います。大事なことは、客観的に自己理解し、自らが決めた結論であり、簡単
に「あきらめない」ということです。時に、目標や夢は、私たちが、がんばる動機やエネル
ギーとなります。くじけそうになっても、もうひとがんばりするためには、自分が納得でき
る理由や動機が必要です。小学生は「○○になりたい」と言葉に出してくれる子が多いです
が、学年が上がるとその数は少なくなるような気がします。学校では、キャリア教育の中で、
知識や体験として、将来を見据えた様々なことを学びます。それらを子どもたちが「自分事
化」とするためには、家族や地域の大人の支えや関わり（応援）も必要です。子どもたちが
「夢」を語れるように、まずは、私たち大人から子どもたちに「夢」を語りませんか？

　西小の先生たちは、変化が激しい社会の中でこれからの時代を

切り拓き、たくましく生きる子どもたちに必要な力を身につけさ

せるために必要とされる「子どもたちが主体的に取り組む授業、

友だちと交流することで考えを広げる授業、考えを深める授業」

を展開するためには、どうすべきか？考えています。それぞれが

考えた授業を実践し、それをもとに話し合ったり、アイディアを

出し合ったりして、工夫する取組みを行っています。 

　12月5日(金)市教委から２名の指導主事をお招きし、放課後、

指導・助言を仰ぎました。いつの時代も先生方のがんばる原動力

は、子どもたちの「わかった！」「できた！」の声とその先にあ

る笑顔と健やかな成長です。今後も、日々切磋琢磨しながら、子

どもたちに向き合う先生方を応援いただければ幸いです。

がんばる西小の子どもたちと先生方を紹介します！

【群馬銀行桐生支店長様から授与】

【これからの授業の考える先生たち】


